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平成８年頃から従来の治療法では治りにくい穴あ

き病（以下、新穴あき病）が発生し、大変な被害と

なりました。現在では当時のような大発生はあまり

見られなくなりましたが、愛好家を中心に依然とし

て発生しており、感染力の強さや防疫・治療の困難

さから愛好家の購買意欲の低下（ニシキゴイ離れ）

の一因ともなっています。

当時、新潟県と中国・黒竜江省との国際交流事業

の中で、中国で品種改良されたコイ「荷包紅鯉（か

ほうこうり の稚魚と親魚が交流先の研究機関から）」

贈呈されました。この中国コイは体色がオレンジ～

朱色で、体高が高く寸詰まりなタイプとニシキゴイ

と同様な体型のタイプとがあります 写真１ これ（ ）。

は、黒竜江省の寒さに耐えられるように改良された

ものであることから、丈夫なニシキゴイづくりに利

用できないかと当場で交雑試験が行われました。

ニシキゴイの紅白や大正三色などと交雑したとこ

ろ、交雑１代目の魚は新穴あき病にたいへん強く、

原因菌を人為的に感染させる感染試験を行っても、

ほぼ ％が生き残りました。しかしながら、交雑100

１代目では赤い色が薄かったり、寸詰まり傾向であ

ったりと色彩や体型に難点がありました。優良化を

図るために、交雑１代目に対してさらに通常のニシ

キゴイを交配しました。このように交雑魚にニシキ

ゴイを掛けもどすと優良化は進みました。一方で

写真１ 稚魚から育成した中国コイ（荷包紅鯉）
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「失敗は成功のもと」と言われます。かのエジソンは白熱電球を発明するま

で１万回も失敗したそうです。当人は「失敗なんかじゃない。うまくいかない

方法を１万通り発見したのだ」と言ったとのことですが。身近なところでは、

阪神淡路大震災での鉄道高架橋破壊の経験が、中越大震災での新幹線事故防止

に役立ったということもありました。最近 「失敗学」なる学問が注目を浴びています 「失敗に蓋をしな、 。

いで、正しく理解し、それを普遍的な知識化とし、同じ失敗を繰り返さないようにするとともに、さらな

る技術を創造する」というものだそうです。技術の粋を集めたはずの原子力発電所が、あってはならない

事故を起こしました。被災者の救済はもちろんですが、このことが安全かつ安定的なエネルギー政策につ

ながることを祈るばかりです 「それより、自分のミスを減らせ」ですって？おっしゃるとおりです。失。

敗の多い小生は、失敗学を学ぶ必要がありそうです （ ・ 生)。 N H

水声魚語



耐病性が通常のニシキゴイ並みに低下してしまい、

品質と耐病性の両立が難しい状況でした。

そこで交雑魚とニシキゴイを掛け合わせ、色彩や

体型による選別で一定の品質を備えたコイに感染試

験を行い、生き残った魚（耐過魚）を親魚に養成し

ていく個体選抜の方法を試みました。

感染試験で生き残ったコイですから、耐病性の遺

伝子を持っているはずです。そこで、このように個

体選抜した交雑２代目（紅白系および山吹黄金系）

を親魚とし、さらに通常のニシキゴイとの交配を行

い、子魚の色彩や耐病性の評価を行いました。

（１）色彩の評価

色彩の評価は、色彩色差計を用いて行いました。

、 、赤色の濃さに関し 紅白との交雑で判断したところ

（赤色の濃さを示す値）は、交雑魚のほうが高いa*

値を示しました（中央値検定： < （図１ 。P 0.05） ）

また、明るさに関して山吹黄金との交雑で判断し

たところ、 （明るさの程度を示す値）は、交雑L*

魚と通常魚との差はみられませんでした（中央値検

定： > （図２ 。つまり、このようにして作出P 0.05） ）

した交雑魚は、通常魚と同レベルの色彩を有すると

言えます。

図１ 赤色の比較 図２ 明るさの比較

※図中の縦線は測定範囲、白点は中央値、色つきのボック

スは測定範囲のうち中央 部分を示す50%

（２）耐病性の評価

耐病性の評価を行うため、新穴あき病原因菌を用

いた感染試験を行いました。感染試験は、液体培地

で培養した新穴あき病原因菌を懸濁させた水に１時

間浸漬する方法で行いました。これまでの感染試験

では、通常魚はほぼ ％が死亡するのが一般的で100

した。今回紅白系交雑魚で行った感染試験では通常

魚でも生き残る個体がいました。このため統計的な
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図３ 感染試験での 図４ 感染試験での

生残率（紅白系） 生残率（山吹系）

※紅白系では 日後、山吹黄金系では 日後まで観察60 25

有意差はないものの（ の正確検定： > ）Fisher P 0.05

紅白系交雑魚では比較的高い生残率を示しました

（図３ 。）

また、山吹黄金系交雑魚での感染試験では、全て

の通常魚が死亡したのに対し 交雑魚は生残率 ％、 80

と高い数値を示し、有意差がありました（ のFisher

正確検定： < （図４ 。P 0.001） ）

感染試験での菌の濃度は、通常ではあり得ない高

い濃度（感染力）です。それに耐えうるということ

は通常の飼育レベルでもかなり丈夫なコイと言える

でしょう。

これらのことから、色彩や体型による選別を行っ

た耐過魚を用いることで、一定レベルの品質を保ち

つつ、耐病性を持たせるような育種手法の開発がで

きました。しかしながら耐過魚を用いるため、生産

者が直接この方法を用いることにはハードルが高い

と思います。現状では中国コイ原種や耐過魚を生産

者から直接使っていただくのは難しいかもしれませ

ん。雄魚の精液は人工精しょうで希釈することで一

定期間の保存が可能であることから、それを手持ち

の親魚との交配に利用する方法などが考えられま

す。ヨード剤を用いた卵消毒を併用するなど、安全

を考慮した交配方法については、さらに検討してき

たいと思います。

また、交雑１代目は成長や摂餌活性もよいことか

ら、今後はこの点にも着目した試験も必要と考えて

います。

愛好家はきれいさはもとより、丈夫で健康なニシ

キゴイを求めていると思います。丈夫なニシキゴイ

づくりに交雑魚を利用してはいかがでしょうか。

（％） （％）
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魚介類魚介類魚介類魚介類のののの新新新新たなたなたなたな疾病疾病疾病疾病にににに注意注意注意注意をををを！！！！

吉 澤 良 輔吉 澤 良 輔吉 澤 良 輔吉 澤 良 輔病理環境課課 専門研究員

養殖用、観賞用、食用等いろいろな目的で、様々

な国から、生きた魚介類が我が国に多く入ってきて

います。これらの中には病原体を保有しているもの

もあり、それが原因となって、我が国の魚介類で新

たな疾病が発生する事例が増えています。

たとえば昨年には、アワビでキセノハリオチス症

という疾病が新たに国内で発生しました。これは北

米のアワビ類で大量斃死を起こしたリケッチア目の

細菌が原因です。明確な感染ルートは不明ですが、

既に国内のいくつかの地区で発生が確認されていま

す。幸い、本県のアワビでは発生していませんが、

県は対策のため、急遽「新潟県キセノハリオチス症

対策協議会」を設置し、放流・天然貝の検査の徹底

等、侵入防止に努めています。

アワビの例に限らず、他国や他県で発生し問題と

なっているさまざまな病原体が、いつ何時、我が県

に侵入してくるやもしれません。これから、特に侵

入が危惧される疾病をいくつか紹介してみたいと思

います（表１ 。）

コイ春ウイルス血症（ ）は、 (国際獣疫SVC OIE

事務局）のリスト疾病であり、我が国では、安定的

な養殖生産の実現を図るために制定された「持続的

養殖生産確保法」の特定疾病に指定されています。

ヨーロッパ諸国で特に問題となっている疾病です

が、ロシア、アメリカ合衆国、中国等へも広がりを

見せています。 は多くのコイ科魚類に感染すSVC

る特徴があるので、河川の広い範囲で急激に感染す

る可能性があり、注意が必要です。

平成 年 月には中国から英国へ輸出した金魚20 3

からも が確認されました。我が国にも中国かSVC

ら金魚が輸入されており、ニシキゴイの養鯉業者が

全国一多い本県では、特に、さらなる監視の強化を

していく必要があります。ちなみに、当試験場では

平成 年から県内ニシキゴイを対象に モニタ11 SVC

リング調査をしておりますが、全て陰性となってい

ます。

アユの新規疾病としては、細菌病のエドワジエ

ラ・イクタルリ感染症があります。元々は米国や東

南アジアのナマズ類の疾病でしたが、平成 年に19

日本のアユで発生し、徐々に各地に広がりを見せて

います。これまでのところ本県では発生していませ

んが、当試験場でも平成 年からアユ種苗でのモ20

、 。ニタリング調査を行う等 監視強化に努めています

一方、サケ・マス類では我が国に未侵入の疾病が

非常に多くあります。ウイルス性疾病では、流行性

造血器壊死症（ 、ウイルス性出血性敗血症EHN）

（ 、伝染性サケ貧血症（ ）など、細菌性VHS ISA）

疾病では、ピシリケッチア症、レッドマウス病

（ )、冷水性ビブリオ病など、寄生虫ではギロERM

ダクチルス・サラリス、セラトミクサ症、増殖性腎

臓病（ ）等があります。国内にあって、かつ本PKD

県に侵入していない疾病も含めると、その種類はさ

らに多くなります。

サケ・マス類の防疫事例では、かつて北海道に遡

上したシロサケの体腔液から、ウイルス性の伝染性

（ ） 。造血器壊死症 が確認されたことがありますIHN

シロサケで が広がればサケ放流事業に与えるIHN

悪影響が大きいため、当試験場では毎年産卵親魚の

モニタリング検査を実施しています。幸い、今のと

ころウイルスは確認されていません。

新規疾病は、侵入防止の徹底が第一ですが、侵入

直後の初動対応もまた重要です。当場も新規疾病が

侵入しないように常に目を光らせていきたいと考え

ています。皆さんが飼育している魚が大量斃死、あ

るいは異常斃死した場合、また、天然水域で斃死魚

や瀕死魚をみかけた場合は、是非試験場まで連絡い

ただければ幸いです。

表１ 特に注意を要する疾病

病名 原因 感染魚 感染域など

ｷｾﾉﾊﾘｵﾁｽ 細菌 ｱﾜﾋﾞ類 国内発生。H23
県内未侵入

ｳｲﾙｽ ｺｲ類、金魚 国内未侵入SVC

ｴﾄﾞﾜｼﾞｲﾗ 細菌 アユ、 国内発生。H19
・ｲｸﾀﾙﾘ ﾅﾏｽﾞ類 県内未侵入
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多様多様多様多様ななななニーズニーズニーズニーズにににに対応対応対応対応したしたしたした新新新新しいしいしいしいマスマスマスマスをつくるをつくるをつくるをつくる取組取組取組取組みみみみ

井 熊 孝 男井 熊 孝 男井 熊 孝 男井 熊 孝 男魚 沼 支 場 専門研究員

！！！！１１１１ 国産国産国産国産マスマスマスマスはははは魚離魚離魚離魚離れれれれ、、、、サーモンサーモンサーモンサーモンはははは大人気大人気大人気大人気

最近 魚離れが進んでいる 日本人の魚の消費、「 」、「

量が減少し続けている」と言われています。そんな

中、若い人達の間では回転寿司のネタとして輸入サ

ーモン(北欧及び南米養殖のアトランティクサーモ

ン トラウトサーモン)がマグロと人気を分け合って、

いると聞きます。しかし、これまで塩焼き・ムニエ

ル向けだった国産養殖サケ・マス類は、全国的に販

売が伸びず、特にニジマスの消費低迷は深刻です。

そのような状態にあって、各地で話題となってい

る大型ブランドマス(「魚沼美雪ます」など)は、地

域特産魚として、おいしいと人気を集めています。

！！！！２２２２ 新新新新しいしいしいしいマスマスマスマス作作作作りのねらいりのねらいりのねらいりのねらい

「魚沼美雪ます」は、刺身用食材として、魚沼地

域を中心に普及が図られて、生産は徐々に伸びてき

ています。しかし、他県でも、新しいマスを作る動

きが活発となり、地域限定で販売促進を目指してき

た大型ブランドマスの市場も首都圏などへの販路拡

大に伴い競合が起こりつつあります。

また、消費者の好みは多様化して、充分に脂の乗

ったとろける食味、きめ細やかな食感、サーモンピ

ンクの鮮やかな身、焼魚としてもおいしいものなど

を求める声も多く聞かれます。

「魚沼美雪ます」に続く新たなマスを作り出すた

めには、長い年月がかかります。この研究では「魚

沼美雪ます」の優位性が低下する前に、多様な消費

者ニーズに応え、他の大型ブランドマスとの競争に

強い新たなマスを作り出すことを目指します。

３３３３ どんなどんなどんなどんな新新新新しいしいしいしいマスマスマスマスができるのができるのができるのができるの？？？？

これまで試験を続けてきた親魚の組み合わせか

ら、現在取り組んでいる候補をご紹介します。

雌親魚にはニジマスを、雄親魚にはカワマスを組

み合せて、おいしいマスを目指しています。カワマ

ス（ブルックトラウト）は、食用・遊漁用として北

米から日本に移入された種類です。

また、品種改良で生まれた成長が良く、見た目も

きれいという特長を持つニジマス同士をかけ合わせ

た３倍体魚にも取り組んでいます。

今年度から試験を開始しましたので、約２年後に

試食ができるようになり、数年後に国の許可を得て

実際に養殖ができるよう試験を行っています。

４４４４ 新新新新しいしいしいしいマスマスマスマスのののの作作作作りりりり方方方方

魚のバイテクといわれている技術には、遺伝子組

み換え技術と染色体操作技術があります。遺伝子組

み換え技術は、遺伝子そのものを直接操作して、本

来その魚にはない機能、形質を新たに与える技術で

す。これに対して、染色体操作技術は、受精卵に温

度ショックなど加えて、通常持っている２組の染色

。 、体を３組にする３倍体化技術などです この操作は

遺伝子そのものを変えるものではないため、食品と

しての安全性には問題は無いといわれています。

新しいマスをつくる取組みは、この技術を使いま

す（図１ 。）

図１ 新しいマスの作り方

一般にサケ・マス類は、肉の赤い色の主成分であ

り、強い抗酸化作用を持ち、健康に良いといわれる

「アスタキサンチン」や、動脈硬化の防止など多く

の効果を持つといわれている「 ]を多く含んでDHA

います。共に魚が摂取する餌に由来する成分で、マ

ス養殖では、飼料に国の機関の承認を受けた「アス

タキサンチン」を加えて飼育することにより、魚体

内に蓄積されます。新しい大型マスには、どちらの

成分も多く含むことが期待され これまで以上に 美、 「

味しく 「安全・安心」で「健康のためにも良い」」、

、 。ものを目指していますので どうぞご期待ください

４

 



減減減減らせばらせばらせばらせば増増増増えるえるえるえる！？！？！？！？サケサケサケサケのののの話話話話

小 池 利 通小 池 利 通小 池 利 通小 池 利 通資 源 課 専門研究員

本県河川の主要魚種であるシロサケは、図１のよ

、うに昭和 年前後に 万尾程度の捕獲数でしたが60 5

平成 年には過去最高の 万尾を示すなど、年18 21.3

変動は大きいながらも増加傾向にあります（ <P

。0.01）

図１ 本県におけるサケ河川捕獲数と放流数の推移

それに伴い、サケ稚魚の生産・放流技術の評価指

標の１つである回帰率（捕獲尾数／放流尾数）も向

上し、昭和 年には ％程度であったものが、58 0.1

近年では ％前後を示すまでになりました。0.5

回帰率を左右する要因は多々ありますが、放流尾

、 、数との関係を単純に考えた場合 回帰率が一定なら

放流尾数を増やせば、それに比例して回帰尾数も増

えるはずです。しかし、昭和 年頃には 万60 5,000

P尾位であった放流尾数は、漸次減少傾向を示し（

< 、最近年では 万尾程度と、逆に大きく0.01 3,000）

減少しています（図１ 。）

昭和 ～平成 年の過去 年分の年級群の放58 18 23

流尾数と回帰率の関係をみると 図２ 放流尾数と（ ）、

回帰率は負の回帰関係を示しました（ < 。P 0.01）

もちろん、放流尾数の減少だけが回帰率の向上に

、 、結びついているわけではありませんが 少なくとも

現時点程度に放流尾数を減らしても、回帰尾数は減

少しないということはいえそうです。

ところで、サケの回帰年は、実際には通常 年を4

中心とした ～ 年であること、河川間で回帰状況2 6

に差があることなどから、より正確な評価を行うた

めには、河川毎に放流尾数と年級群回帰率について
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図２ 河川におけるサケ単純回帰率 の推移と

*

放流尾数との関係

*：回帰年を全て4年とした場合の値

関連性を調べなければなりません。

そこで県内の 河川を調べたところ、大川、勝22

木川 三面川 図３ 荒川 加治川 信濃川 五十、 （ ）、 、 、 、

嵐川、大河津分水、名立川、能生川で、放流数が多

いと回帰率が低くなるという負の相関がみられまし

た。

図３ 三面川におけるサケ放流数と回帰率との関係

それでは、なぜ放流尾数が多いと回帰率が低下す

る可能性が生ずるのでしょう。図４に各ふ化場の生

産能力（酸欠事故や病気の発生が起こりにくいよう

に定めた稚魚の生産尾数）と実際の生産状況を示し

ました。過去に比べたら大幅に放流尾数（＝生産尾

数）が減っているにもかかわらず、生産能力を超え

たり、能力限界に近い生産を行っているふ化場の多

いのが現状です。
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飼育池の面積や用水量から生産可能な稚魚の量に

は限界があることから、この値を超えるところは健

全な育成環境とはいえません。ひいては、成長や健

康度に悪影響を及ぼし、細菌性疾病や寄生虫症の発

生も引き起こします。

成長が遅れると、沿岸離脱時の適度な大きさに達

せず、死滅してしまう個体が多くなると推定されま

す。実際、本県の買上基準サイズの 月末 ｇで3 0.8

も、離岸サイズ到達率が低いことが示唆されていま

す（小池 。,2006）

また、疾病が発生すると魚体が弱り、成長が遅れ

るばかりでなく、後の生残率に大きく影響すること

があります。特にイクチオボドという寄生虫が多く

寄生した稚魚は、塩分耐性が著しく低下し、降海後

大量死を招く可能性が高い（ )ので注意Urawa,1993

図４ 各ふ化場の生産能力と実生産数
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が必要です。

次に、表１に掲げた３つのふ化場（河川）におい

て、飼育尾数（放流尾数）を減らした場合、どの位

の回帰率向上（回帰尾数増加）が期待できるかを、

シミュレーションしてみました。

得られた値を決して保証するものではありません

が、３河川とも生産尾数（放流尾数）を生産能力ま

で引き下げることによって、回帰率が向上し、回帰

尾数も増加することが予想されました。

現状およびシミュレーションの結果から考える

と、これからはサケ稚魚生産も、量から質への転換

を図る必要があるのではないでしょうか。

生産尾数を減らすことによって、生産経費も節約

できます。まず、生産能力程度の尾数に引き下げ、

より効率的な稚魚生産を目指すべきではないでしょ

うか。この実現には、県行政の強力な指導力も必要

かと考えます。勇気と決断力を持って望みたいもの

です。

表１ 放流尾数と推定回帰率・回帰尾数

三面川 信濃川 名立川

生産能力尾数(万尾) 507.3 153.2 279.8

H21年級群放流尾数(万尾) 831.2 199.6 300.6

〃 推定回帰率(％) 0.295 0.150 0.458

〃 推定回帰尾数(尾) 24,540 2,950 13,760

生産能力尾数推定回帰率 0.746 0.200 0.534

〃 推定回帰尾数(尾) 37,868 3,061 14,936

研修会報告

「 越後おぢや養鯉青年部意見交換会」JA

開催日 平成２３年７月７日（木）

場 所 小千谷市農協グリーンパーク

講 師 佐藤 将 主任研究員

兵藤則行 病理環境課長

講演内容 穴あき病に強いニシキゴイの新品

種開発、 の最新事情KHV

「福山大学社会連携研究推進事業集団学習会」

開催日 平成２３年７月２０日（水）

場 所 福山大学生命工学部

講 師 兵藤則行 病理環境課長

講演内容 ニシキゴイの健康管理と防疫対策

「 」全国内水面漁業管理委員会中日本ブロック協議会

開催日 平成２３年１１月１１日（金）

場 所 信濃川妙見記念館

講 師 樋口正仁 資源課長

講演内容 粗朶を活用した魚類等の成育環境

づくり

「新潟大学農学部講義 新潟の農業」

開催日 平成２４年１月１９日（金）

場 所 新潟大学農学部

講 師 佐藤 将 主任研究員

講演内容 錦鯉の改良と生産
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